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同
タ
グ
は
、
容
量
６
６
６

０
㌔
㍗
時
（
６・66
㍋
㍗
時
）

の
蓄
電
池
を
搭
載
す
る
。
こ

れ
ま
で
に
船
に
搭
載
さ
れ
た

蓄
電
池
と
し
て
は
日
本
最
大

の
容
量
と
な
る
見
込
み
。
さ

ら
に
メ
ガ
ワ
ッ
ト
級
の
船
舶

向
け
急
速
充
電
器
も
採
用
す

る
。

　

東
京
汽
船
は
す
で
に
容

量
２
４
８
６
㌔
㍗
時
の
蓄

電
池
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
を
組
み
合
わ
せ
た
タ
グ

ボ
ー
ト
「
大
河
」（
約
２
８

０
総
㌧
）
を
23
年
１
月
に
就

航
さ
せ
て
い
る
。
２
年
半

の
「
大
河
」
運
航
経
験
を
基

に
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
移

る
。

　

こ
の
建
造
計
画
で
は
、

東
京
汽
船
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
オ
ー
ナ
ー
、
Ｍ
ａ
ｒ
ｉ

ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
統
括
を
担
う
。
ｅ
５

ラ
ボ
（
本
社
・
東
京
都
千

代
田
区
）
は
技
術
開
発
を
支

援
す
る
。
25
年
に
詳
細
Ｆ
Ｓ

（
実
現
可
能
性
検
討
）
と
コ

ン
セ
プ
ト
設
計
を
実
施
し
、

26
年
に
基
本
設
計
、
27
年

に
は
詳
細
設
計
、
28
年
建

造
開
始
・
急
速
充
電
桟
橋
着

　
国
土
交
通
省
、
経
済
産
業

省
は
12
日
、
浮
体
式
洋
上
風

力
発
電
の
産
業
競
争
力
強
化

に
向
け
た
官
民
の
取
り
組
み

方
針
を
ま
と
め
た
「
洋
上
風

力
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
２

次
）」
を
公
表
し
た
。
Ｅ
Ｅ

Ｚ
（
排
他
的
経
済
水
域
）
展

開
を
見
据
え
て
、
大
水
深
の

海
域
で
実
証
を
行
い
、
技
術

確
立
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
今

後
の
取
り
組
み
を
挙
げ
た
。

こ
の
ほ
か
、
風
車
国
産
化
に

関
す
る
方
針
や
、「
政
府
は

２
０
４
０
年
ま
で
に
15
㌐
㍗

以
上
の
浮
体
式
洋
上
風
力
発

電
の
案
件
を
形
成
す
る
」
と

の
目
標
を
掲
げ
、
必
要
と
さ

れ
る
船
舶
に
つ
い
て
も
官
民

連
携
で
確
保
し
て
い
く
方
針

を
示
し
た
。

　
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
の

技
術
基
盤
充
実
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
現
行
の
２

海
域
（
秋
田
県
・
愛
知
県
）

で
の
大
型
風
車
を
用
い
た
浮

体
式
実
証
に
加
え
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ

展
開
を
見
据
え
た
実
証
を
行

う
こ
と
を
位
置
付
け
た
。
水

深
５
０
０
㍍
以
上
の
大
水
深

で
の
係
留
・
ア
ン
カ
ー
・
送

電
ケ
ー
ブ
ル
・
変
電
所
な
ど

の
耐
久
性
、
施
工
性
、
維
持

管
理
手
法
に
つ
い
て
、
実
海

域
で
検
証
を
推
進
す
る
と
し

た
。

　
風
車
の
主
要
部
品
の
ナ
セ

ル
や
ブ
レ
ー
ド
の
国
内
製
造

拠
点
形
成
を
図
る
こ
と
も
示

し
た
。
25
年
度
内
を
め
ど
に

風
車
設
計
・
製
造
の
技
術
開

発
に
貢
献
す
る
エ
キ
ス
パ
ー

ト
集
団
を
、
浮
体
式
洋
上
風

力
技
術
研
究
組
合
（
Ｆ
Ｌ
Ｏ

Ｗ
Ｒ
Ａ
）で
組
成
す
る
方
針
。

翌
年
度
以
降
、
風
車
の
仕
様

検
討
、
設
計
、
実
機
検
証
な

ど
を
行
う
。

　
産
業
基
盤
を
強
化
す
る
た

め
、
施
工
と
Ｏ
＆
Ｍ
（
運
転

・
保
守
）
機
能
の
確
保
に
も

取
り
組
む
。
浮
体
式
に
対
応

し
た
港
湾
の
基
盤
整
備
に
加

え
、
洋
上
風
力
関
係
船
舶
に

つ
い
て
、
需
要
予
測
に
基
づ

い
て
官
民
で
連
携
し
て
確
保

す
る
と
し
た
。
浮
体
式
の
設

計
・
施
工
・
Ｏ
＆
Ｍ
に
関
わ

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
も
整

理
す
る
。

　
人
材
に
関
す
る
目
標
も
設

定
し
、「
産
業
界
は
40
年
ま

で
に
洋
上
風
力
関
連
人
材

を
約
４
万
人
育
成
・
確
保

す
る
」
を
掲
げ
た
。
産
官
学

連
携
の
下
、
計
画
お
よ
び

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す

る
。

　
イ
ン
フ
レ
対
応
・
国
内
市

場
創
出
も
重
視
し
、「
40
年

ま
で
に
15
㌐
㍗
の
浮
体
式
洋

上
風
発
の
案
件
形
成
」
を
掲

げ
、
投
資
を
後
押
し
す
る
。

イ
ン
フ
レ
に
よ
る
費
用
増
大

な
ど
を
踏
ま
え
て
、
発
電
コ

ス
ト
目
標
の
検
討
を
開
始
す

る
方
針
も
示
し
た
。
事
業
完

遂
に
つ
な
が
る
金
融
支
援
も

検
討
す
る
事
項
と
し
て
挙
げ

た
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
関
し

て
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
向

け
た
製
造
拠
点
創
出
の
方
向

性
も
示
し
た
。
政
府
が
グ
ロ

ー
バ
ル
風
車
メ
ー
カ
ー
と
の

官
民
協
力
枠
組
み
を
通
じ

て
、
世
界
に
供
給
さ
れ
る
風

車
の
部
品
供
給
に
国
内
風
車

部
品
メ
ー
カ
ー
が
参
入
す
る

こ
と
を
目
指
す
と
と
も
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
風
車
メ
ー
カ
ー

の
製
造
拠
点
を
国
内
に
誘
致

す
る
と
し
た
。

　
東
京
汽
船
（
本
社
・
横
浜
市
）
と
Ｍ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
（
同
・
東
京
都
中
央
区
）
は
13
日
、
日
本
初
と
な
る
ピ
ュ
ア
バ
ッ
テ
リ

ー
Ｅ
Ｖ
（
電
気
推
進
）
ハ
ー
バ
ー
タ
グ
ボ
ー
ト
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
正
式
に
開
始
し
た
と
発
表
し
た
。
同
タ
グ
の
運
航
エ
リ
ア

は
横
浜
港
と
川
崎
港
。
同
タ
グ
は
、
非
常
用
１
台
を
除
き
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
搭
載
せ
ず
、
大
容
量
蓄
電
池
（
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

蓄
電
池
）
の
み
で
運
航
し
、
完
全
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
目
指
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
）

政
策
に
沿
っ
た
「
港
湾
か
ら
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
（
温
室
効
果
ガ
ス
）
排
出
を
ゼ
ロ
に
す
る
」
こ
と
に
貢
献
す
る
。
竣
工
は
２
０
３
０
年
を
予

定
す
る
。 脱

炭
素
Ｅ
Ｖ
タ
グ
着
手

発
電
機
な
し
Ｇ
Ｈ
Ｇ
ゼ
ロ

東京汽船・Marindows

30
年

竣
工

Ｅ
Ｅ
Ｚ
展
開
へ
浮
体
式
実
証

関
連
船
舶
、官
民
で
確
保

国
交
省

経
産
省

工
を
経
て
、
30
年
の
就
航

・
商
業
運
航
開
始
を
目
指

す
。

　
ピ
ュ
ア
バ
ッ
テ
リ
ー
タ
グ

の
主
な
仕
様
は
、速
力
14
㌩
、

曳
航
力
最
大
53
㌧
、
推
進
出

力
計
３
０
０
０
㌔
㍗
（
１
５

０
０
㌔
㍗
×
２
）、
蓄
電
池

容
量
・
船
内
＝
６
６
６
０
㌔

㍗
時
（
検
討
中
）、
蓄
電
池

容
量
・
陸
上
＝
２
０
０
０
㌔

㍗
時
×
２
（
検
討
中
）、
急

速
充
電
器
＝
１
０
０
０
㌔

㍗
×
２
（
直
流
１
０
０
０

㌾
）。

　
全
米
小
売
業
協
会
（
Ｎ
Ｒ

Ｆ
）
と
物
流
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
ハ
ケ
ッ
ト
・
ア
ソ
シ
エ

イ
ツ
が
８
日
発
表
し
た
「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ポ
ー
ト
・
ト
ラ

ッ
カ
ー
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）」
に
よ

る
と
、
今
年
の
米
主
要
港
湾

の
小
売
業
向
け
輸
入
コ
ン
テ

ナ
取
扱
量
は
前
年
比
６
％
減

に
な
る
見
通
し
だ
。
米
国
の

相
互
関
税
が
発
動
す
る
８
月

ま
で
に
駆
け
込
み
輸
入
が
増

え
た
反
動
で
、
特
に
９
月
以

降
の
貨
物
量
が
毎
月
２
割
の

大
幅
な
前
年
割
れ
と
な
る
。

　
２
０
２
５
年（
１
―
12
月
）

の
米
小
売
向
け
輸
入
コ
ン
テ

ナ
取
扱
量
は
前
年
比
６
％
減

の
２
４
１
０
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と
な

る
見
通
し
。
１
―
６
月
は
４

％
増
の
１
２
５
３
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ

と
、
米
国
が
相
互
関
税
政
策

を
発
表
し
た
４
月
ま
で
に
前

倒
し
輸
入
が
あ
っ
た
こ
と
で

小
幅
な
前
年
超
え
だ
っ
た
。

５
月
以
降
は
前
年
割
れ
に
転

じ
て
い
る
が
、
７
月
は
１
％

減
の
２
３
０
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と
持

ち
直
す
見
通
し
だ
。

　
８
月
も
５
％
減
と
小
幅
な

前
年
割
れ
に
と
ど
ま
る
が
、

９
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
は

毎
月
２
割
減
で
２
０
０
万
Ｔ

Ｅ
Ｕ
を
大
き
く
割
り
込
む
見

通
し
。
年
前
半
の
前
倒
し
輸

送
に
よ
り
、
例
年
は
同
時
期

に
輸
入
さ
れ
る
年
末
商
戦
向

け
の
在
庫
確
保
が
進
ん
で
い

る
た
め
。
前
年
９
―
12
月
は

　
―
―
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
就
任

の
抱
負
を
聞
き
た
い
。

　
「
シ
ナ
ジ
ー
マ
リ
ン
・
グ
ル

ー
プ
と
い
う
安
全
性
、誠
実
さ
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ
の
強
い

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
で
知
ら
れ
る

組
織
で
、
こ
の
役
割
を
担
う
こ

と
を
光
栄
に
感
じ
て
い
る
。
私

の
関
心
は
う
ま
く
機
能
し
て
い

る
も
の
を
変
え
る
こ
と
で
は
な

く
、
複
雑
で
急
速
に
進
化
す
る

市
場
環
境
の
中
で
一
貫
し
た
価

値
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な

シ
ス
テ
ム
、
意
識
、
社
内
の
協

働
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
に
あ

る
」

　
「
私
は
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ

ア
に
お
い
て
コ
ン
テ
ナ
物
流
と

海
事
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る
中

で
、
真
の
価
値
と
は
単
に
お
客

さ
ま
の
期
待
に
応
え
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
お
客
さ
ま
の
さ
ら

に
先
に
い
る
顧
客
の
成
功
を
支

え
る
こ
と
に
あ
る
と
強
く
実
感

し
て
き
た
」

　
「
世
界
の
海
運
業
界
は
今
ま

さ
に
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

貿
易
ル
ー
ト
が
変
化
し
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）

の
負
担
が
重
く
な
り
、Ｄ
Ｘ（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
が
加
速
す
る
中
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
迅
速
さ
、
説
明

責
任
、
先
見
性
と
よ
り
多
く
の

達
成
を
求
め
ら
れ
て
い
る
」

　
「
Ｇ
Ｈ
Ｇ
（
温
室
効
果
ガ
ス
）

規
制
対
応
、
フ
リ
ー
ト
の
デ
ジ

タ
ル
分
析
、
代
替
燃
料
シ
ス
テ

ム
導
入
な
ど
の
い
ず
れ
の
課
題

に
お
い
て
も
、
当
社
の
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
は
規
律
と
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
精
緻
さ
を
反
映
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新

た
な
組
織
に
よ
り
部
門
横
断
で

統
合
を
強
化
し
、
チ
ー
ム
が
継

続
的
に
学
び
、
革
新
を
続
け
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
と
イ
ン
サ
イ

ト
（
洞
察
）、
カ
ル
チ
ャ
ー
の

確
立
を
目
指
す
」

船
員
2.8
万
人
と
契
約

　
―
―
シ
ナ
ジ
ー
マ
リ
ン
の
管

理
船
隊
の
概
要
は
。

　
「
約
６
２
５
隻
を
フ
ル
テ
ク

ニ
カ
ル
管
理
し
、
約
60
隻
の
ク

ル
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
。

管
理
船
に
は
コ
ン
テ
ナ
船
や
Ｌ

Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
船
、

Ｌ
Ｐ
Ｇ（
液
化
石
油
ガ
ス
）船
、

原
油
タ
ン
カ
ー
、石
油
製
品
船
、

バ
ル
カ
ー
、
そ
し
て
増
加
し
つ

つ
あ
る
オ
フ
シ
ョ
ア
支
援
船
が

含
ま
れ
る
」

　
「
拠
点
網
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

イ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ド
イ

ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
ラ
ブ
首

長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
な
ど
主

要
な
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
ブ
に
お
い

て
、
10
を
超
え
る
Ｄ
Ｏ
Ｃ
（
国

際
安
全
管
理
コ
ー
ド
適
合
証

書
）
認
証
組
織
を
運
営
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
拠
点
全
体
で
一

貫
し
た
基
準
、共
有
シ
ス
テ
ム
、

統
合
さ
れ
た
安
全
性
と
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
ト
コ
ル
を

維
持
し
て
い
る
」

　
「
当
社
の
ク
ル
ー
イ
ン
グ（
船

員
採
用
・
配
乗
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
完
全
に
自
社
で
運
営
し
て

い
る
。
15
以
上
の
採
用
・
訓
練

セ
ン
タ
ー
を
擁
し
、
全
世
界
で

２
万
８
０
０
０
人
以
上
の
船
員

と
契
約
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ

は
基
本
方
針
と
し
て
外
部
の
配

乗
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
へ
の
依
存
を

最
小
限
に
抑
え
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
り
品
質
管
理
や
企
業
価
値

と
の
整
合
性
、
訓
練
と
福
利
厚

生
の
一
貫
性
を
よ
り
良
く
確
保

し
て
い
る
」

　
「
テ
ク
ニ
カ
ル
部
門
に
は
経

験
豊
富
な
海
務
・
工
務
監
督
、

フ
リ
ー
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
Ｄ
Ｏ

Ｃ
責
任
者
、
Ｑ
Ｈ
Ｓ
Ｅ
（
品
質

・
健
康
・
安
全
・
環
境
）
や
電

気
系
統
、
デ
ジ
タ
ル
の
専
門
家

が
集
ま
っ
て
い
る
」

日
本
船
225
隻
管
理

　

―
―
日
本
市
場
で
の
展
開

は
。

　
「
シ
ナ
ジ
ー
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
地
域
は
日
本
を
お
い
て

ほ
か
な
ら
な
い
。
日
本
は
シ
ナ

ジ
ー
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
形
づ
く
る
上
で
極
め
て
重
要

な
存
在
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
が
２
０
０
６
年
に
最

初
に
管
理
し
た
船
は
日
本
船
主

が
保
有
す
る
日
本
建
造
バ
ル
カ

ー
だ
っ
た
。
こ
の
経
験
が
当
社

の
技
術
的
卓
越
性
と
信
頼
性
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
対
す
る

姿
勢
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
」

　
「
現
在
、
当
社
は
日
本
の
パ

ー
ト
ナ
ー
の
た
め
に
多
様
な
船

種
・
技
術
仕
様
の
船
舶
２
２
５

隻
以
上
を
管
理
し
て
い
る
。
こ

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
日
本
法

人
シ
ナ
ジ
ー
マ
リ
ン
ジ
ャ
パ
ン

の
設
立
に
も
表
れ
て
い
る
」

　
「
さ
ら
に
当
社
は
日
本
を
代

表
す
る
複
数
の
船
主
と
ジ
ョ
イ

ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
設
立
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
て
き
た
。
こ
れ

ら
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、

単
な
る
商
業
的
な
連
携
を
超

え
、
共
通
の
理
念
を
体
現
し
て

い
る
」

　
―
―
14
年
に
商
船
三
井
と
提

携
し
、船
舶
管
理
合
弁
会
社「
Ｍ

Ｏ
Ｌ
シ
ナ
ジ
ー
マ
リ
ン
」
を
設

立
し
た
。

　
「
こ
の
合
弁
会
社
は
現
在
も

チ
ェ
ン
ナ
イ
、
ム
ン
バ
イ
、
ニ

ュ
ー
デ
リ
ー
の
最
新
鋭
セ
ン
タ

ー
を
通
じ
て
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の

高
い
訓
練
を
提
供
し
続
け
て
い

る
。
一
連
の
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ

・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
は
高
度
な
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
、
業
界
の
変

化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
備
え
、
毎
年
数

百
人
の
キ
ャ
デ
ッ
ト
（
士
官
候

補
生
）
や
オ
フ
ィ
サ
ー
を
訓
練

し
て
い
る
」

船
主
エ
ネ
転
換
支
援

　
―
―
代
替
燃
料
船
の
船
舶
管

理
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る

か
。

　
「
わ
れ
わ
れ
は
世
界
最
大
規

模
の
２
元
燃
料
船
の
管
理
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
を
誇
り
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
、

メ
タ
ノ
ー
ル
、
ア
ン
モ
ニ
ア
な

ど
各
燃
料
の
現
実
的
課
題
に
備

え
て
、
船
陸
両
チ
ー
ム
の
準
備

に
重
点
を
置
い
て
き
た
。
イ
ン

ド
に
あ
る
当
社
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
低
引
火
点
燃
料
向
け
に

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
ベ
ー
ス
の
授
業
、
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
ー
訓
練
、
リ
ス
ク
別
安
全

モ
ジ
ュ
ー
ル
を
提
供
し
て
い

る
」

　
「
シ
ナ
ジ
ー
が
Ｓ
Ｇ
Ｍ
Ｆ（
舶

用
ガ
ス
燃
料
協
会
、
本
部
・

英
ロ
ン
ド
ン
）
の
会
員
で
あ

る
こ
と
は
、
学
び
の
共
有
が

業
界
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
（
移

行
）
の
鍵
を
握
る
と
い
う
わ

れ
わ
れ
の
信
念
を
反
映
し
て
い

る
」

　
「
最
終
的
に
、
移
行
を
前
進

さ
せ
る
の
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
は
な
く
人
だ
。
ク
ル
ー
が

単
に
訓
練
を
受
け
る
だ
け
で
な

く
、
必
要
な
力
を
確
実
に
備
え

る
こ
と
で
、
船
主
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
転
換
を
安
全
に
、
明
確
に
、

そ
し
て
継
続
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
」

�

■
２
面
に
続
く

　
世
界
有
数
の
船
舶
管
理
会
社
シ
ナ
ジ
ー
マ
リ
ン
（
本
社
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）の
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ（
最
高
経
営
責
任
者
）

に
３
月
下
旬
、
イ
ェ
ス
パ
ー
・
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
氏
が
就
任

し
た
。
同
社
は
従
来
、
ラ
ジ
ェ
シ
ュ
・
ウ
ニ
会
長
の
下
に
ド

ラ
イ
船
舶
管
理
、
ウ
ェ
ッ
ト
船
舶
管
理
、
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス

の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
そ
れ
ぞ
れ
置
い
て
い
た
が
、
今
回
、
新
た
に
全

体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
職
を
設
置
し

た
。
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
氏
に
目
指
す
企
業
像
と
成
長
ビ
ジ
ョ

ン
を
書
面
で
取
材
し
た
。�

（
柏
井
あ
づ
み
）

In
terview

船
舶
管
理
大
手

新
ト
ッ
プ
に
聞
く

Global  Lens

２
元
燃
料
管
理 
世
界
屈
指

イ
ェ
ス
パ
ー・
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
氏

シ
ナ
ジ
ー
マ
リ
ン 

グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ

　Jesper Kristensen　デンマークのフィーダーサ
ービス会社ユニフィーダーに90年入社し、ドイ
ツ拠点トップなどを歴任。07年から25年１月に
かけて同社グループＣＥＯを務めた。３月24日
から現職。

2中国ＥＶ向け新造船命名
3みずほ、国際物流改善支援
4【貿易手続きとインフラ構造改革】（161）
5【港湾統計月報】2024 年７月

ピュアバッテリーＥＶタグのイメージ

米
東
海
岸
と
メ
キ
シ
コ
湾
岸

の
港
湾
ス
ト
ラ
イ
キ
の
懸
念

で
輸
送
量
が
増
え
た
反
動
で

減
少
幅
が
大
き
く
出
る
。

　
Ｎ
Ｒ
Ｆ
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・

ゴ
ー
ル
ド
副
会
長
は
「
関
税

は
消
費
者
価
格
の
上
昇
を
招

き
始
め
て
お
り
、
輸
入
の
減

少
は
最
終
的
に
店
舗
の
棚
に

並
ぶ
商
品
の
減
少
を
意
味
す

る
」
と
コ
メ
ン
ト
。
ハ
ケ
ッ

ト
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
創
設
者

の
ベ
ン
・
ハ
ケ
ッ
ト
氏
は
、

「
貿
易
政
策
と
は
無
関
係
な

導
入
と
撤
回
を
繰
り
返
す
関

税
措
置
は
、
輸
出
入
業
者
、

消
費
者
に
と
っ
て
混
乱
と
不

確
実
性
を
招
い
て
い
る
」
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
■
７
月
は
記
録
的
水
準

　
米
デ
カ
ル
ト
グ
ル
ー
プ
が

11
日
発
表
し
た
７
月
の
米
国

向
け
コ
ン
テ
ナ
輸
入
量
は
前

年
比
３
％
増
の
２
６
２
万
Ｔ

Ｅ
Ｕ
で
、
21
年
以
降
の
単
月

実
績
と
し
て
過
去
２
番
目

と
な
る
記
録
的
な
高
水
準

だ
っ
た
。
７
月
ま
で
の
輸
入

急
増
が
年
後
半
の
輸
送
需
要

を
押
し
下
げ
る
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の

見
通
し
が
現
実
味
を
帯
び

る
。

　
５
月
、
６
月
は
２
２
０
万

Ｔ
Ｅ
Ｕ
前
後
に
落
ち
込
ん
で

い
た
が
、
７
月
は
相
互
関
税

発
動
前
の
前
倒
し
輸
送
で
一

気
に
持
ち
直
し
た
。
特
に
両

月
に
急
減
し
た
中
国
発
の
輸

入
量
が
前
月
比
４
割
増
の
92

万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と
大
幅
に
回
復
。

前
年
比
で
は
１
割
減
も
、
ベ

ト
ナ
ム
や
タ
イ
、
イ
ン
ド
発

の
需
要
が
補
っ
た
。

９
月
以
降 

毎
月
２
割
減

通
年
６
％
減

米 小 売 り
輸入コンテナ

駆
け
込
み
反
動
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リ
ー
プ
モ
ー
タ
ー
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
辛
天
舒
Ｃ

Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営
責
任
者
）

は
「
中
国
の
Ｅ
Ｖ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
世
界
へ
の
航
海
を

続
け
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
は

こ
の
流
れ
を
け
ん
引
で
き
る

こ
と
を
誇
り
に
思
う
。
グ
リ

マ
ル
デ
ィ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
、

世
界
30
カ
国
以
上
、
１
５
０

０
以
上
の
販
売
・
サ
ー
ビ
ス

拠
点
を
展
開
し
、
累
計
納
入

台
数
80
万
台
を
超
え
る
ス
マ

ー
ト
Ｅ
Ｖ
を
販
売
し
て
い

る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
海
外
報
道
に
よ
る
と
、「
Ｇ

Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ　
Ｔ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｊ

Ｉ
Ｎ
」
は
グ
リ
マ
ル
デ
ィ
が

上
海
外
高
橋
な
ど
中
国
造
船

所
で
連
続
建
造
す
る
ア
ン
モ

ニ
ア
レ
デ
ィ
ー
自
動
車
船
17

隻
の
第
１
船
と
み
ら
れ
る
。

全
長
２
０
０
㍍
、
幅
38
㍍
。

建
造
し
た
上
海
外
高
橋
造
船

に
と
っ
て
は
、
６
０
０
隻
目

の
建
造
船
と
な
っ
た
と
い
う
。

中
国
新
興
Ｅ
Ｖ
欧
向
け
輸
送

伊グリマルディ

マ
ー

ケ

ッ

ト

海

運

（注)太平洋・大西洋水域の主要航路における1日当たりの用
船料(気配値)の平均値(㌦ )。右欄は前月確定値。

提供：トランプデータサービス(電話03・3518・9020、URL:https://tramp.co.jp)

用船料
船　型 太平洋ラウンド 大西洋ラウンド

今月平均 前月平均 今月平均 前月平均
  28,000 重量㌧ 10,461 9,714 9,166 9,320
  58,000 重量㌧ 13,786 12,525 15,796 15,218
  74,000 重量㌧ 10,526 11,008 14,389 16,151
180,000 重量㌧ 26,084 18,832 29,469 26,943

運　賃

（注)ドライ貨物は単位:㌦ /㌧ 、原油は運賃
指数ワールドスケール(WS)の平均値。

貨　物 航　路 船　型 今月平均 前月平均

飼料穀物
米ガルフ－日本

パナマックス
49.08 50.38

北米西岸－日本 29.04 29.34
石　炭 南ア－西欧 ケープ ‒ ‒

鉄鉱石 ブラジル－中国 ケープ
24.37 21.46

ブラジル－西欧 11.71 10.08
原　油 中東－極東 VLCC 48.73 48.64

BDI 2,002 1,819

８
月
12
日

意
図
的
な
集
中

　

―
―
グ
ル
ー
プ
の
強
み

は
。

　
「
当
社
は
船
隊
規
模
で
世

界
の
ト
ッ
プ
３
に
入
る
船
舶

管
理
会
社
の
一
つ
で
あ
り
な

が
ら
、
業
界
で
最
も
ス
リ
ム

な
顧
客
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を

維
持
し
続
け
て
い
る
。
こ
の

意
図
的
な
集
中
は
わ
れ
わ
れ

が
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
、
協

働
を
深
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
お
け
る
信
頼
と
透
明

性
、
そ
し
て
志
の
共
有
を
可

能
に
し
て
い
る
」

　
「
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
当
社
が

『Ship Management Gen 
2.0

』
と
呼
ぶ
、
新
た
な
共

創
を
目
指
し
た
い
。
規
模
と

デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
、
シ
ス
テ
ム
思
考
を
融
合

さ
せ
、
よ
り
高
い
効
率
と
よ

り
低
い
環
境
負
荷
を
実
現
す

る
」

　
―
―
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）

と
Ｉ
Ｍ
Ｏ（
国
際
海
事
機
関
）

の
Ｇ
Ｈ
Ｇ（
温
室
効
果
ガ
ス
）

規
制
に
ど
う
対
応
し
て
い
る

か
。

　
「
わ
れ
わ
れ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
多
面
的
だ
。
Ｅ
Ｕ
の
排

出
量
取
引
制
度
『
Ｅ
Ｕ
―
Ｅ

Ｔ
Ｓ
』と
舶
用
燃
料
規
制『
Ｆ

ｕ
ｅ
ｌ
Ｅ
Ｕ
マ
リ
タ
イ
ム
』、

そ
の
他
の
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ

シ
ン
グ
制
度
へ
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
を
確
保
し
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
の
可
視
化
を
可

能
に
す
る
強
固
な
排
出
監
視

・
報
告
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
し

て
き
た
。
同
時
に
、
船
主
と

共
に
船
の
改
造
計
画
や
燃
料

の
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
戦

略
、
予
測
分
析
を
含
む
脱
炭

素
化
の
道
筋
を
共
同
開
発
し

て
い
る
」

　
「
と
り
わ
け
重
要
な
の
は

規
制
対
応
を
、
よ
り
ス
マ
ー

ト
な
運
航
を
実
現
す
る
機
会

と
捉
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。

最
も
環
境
に
優
し
い
燃
料
は

『
燃
や
さ
れ
な
い
燃
料
』
で

あ
り
、
効
率
性
を
損
な
う
こ

と
な
く
船
主
の
達
成
を
支
援

す
る
こ
と
が
当
社
の
責
務
と

言
え
る
」

多
分
野
連
携
チ
ー
ム

　
―
―
人
材
確
保
を
ど
う
進

め
て
い
る
か
。

　
「
今
後
10
年
を
見
据
え
た

マ
ル
チ
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー

チ
ー
ム
（
異
な
る
専
門
分
野

の
人
材
が
連
携
し
て
取
り
組

む
チ
ー
ム
）
の
育
成
に
重
点

を
置
い
て
い
る
。
技
術
、
デ

ジ
タ
ル
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
各
ス
キ
ル
を
統
合
し
た
長

期
的
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
構

築
し
、
船
陸
で
の
キ
ャ
リ
ア

の
継
続
性
と
適
応
力
を
確
保

し
て
い
る
」

　
「
さ
ら
に
、Getting to Zero Coalition

やMariti
me Anti-Corruption Net
work

と
い
っ
た
業
界
連
携

を
通
じ
て
、
単
に
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
を
徹
底
す
る
だ
け

で
な
く
、
国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

や
公
正
な
移
行
の
理
念
に
整

合
す
る
業
界
づ
く
り
に
貢
献

し
よ
う
と
し
て
い
る
」

　
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
Ｍ

Ｅ
Ｔ
Ｆ
（
海
事
エ
ネ
ル
ギ
ー

訓
練
基
金
）
の
下
、
船
員
の

メ
タ
ノ
ー
ル
や
ア
ン
モ
ニ
ア

燃
料
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
能
力

習
得
を
目
的
に
、
20
の
協
力

機
関
の
一
員
と

し
て
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
て

い
る
。
こ
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
通
じ
て
、

２
０
３
０
年
ま

で
に
約
１
万
人

の
海
事
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

を
訓
練
す
る
予

定
だ
」

　
―
―
今
年
初

め
、
Ｅ
Ｄ
Ｔ
オ

フ
シ
ョ
ア
（
本

社・キ
プ
ロ
ス
）

と
オ
フ
シ
ョ
ア

船
の
船
舶
管
理

合
弁
会
社
「
Ｅ

Ｄ
Ｔ
シ
ナ
ジ
ー

シ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を

設
立
し
た
。

　
「
Ｅ
Ｄ
Ｔ
シ
ナ
ジ
ー
は
、

当
社
の
オ
フ
シ
ョ
ア
分
野
の

能
力
拡
大
に
向
け
た
戦
略
的

な
一
歩
と
な
る
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
転
換
の
進
展
に
伴
い
洋
上

風
力
、
海
洋
土
木
、
特
殊
支

援
船
の
需
要
が
高
ま
っ
て
お

り
、
こ
の
分
野
に
は
長
期
的

な
成
長
の
可
能
性
が
あ
る
」

　
「
シ
ナ
ジ
ー
の
船
舶
管
理

の
専
門
性
と
、
Ｅ
Ｄ
Ｔ
の
オ

フ
シ
ョ
ア
分
野
で
の
豊
富
な

運
用
経
験
を
結
集
し
、
オ
フ

シ
ョ
ア
の
顧
客
特
有
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
安
全
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、

信
頼
性
の
提
供
を
目
指
し
て

い
る
」

　
「
こ
れ
は
当
社
に
と
っ
て

学
び
の
機
会
で
も
あ
り
、
社

内
の
能
力
を
高
め
、
乗
組
員

の
オ
フ
シ
ョ
ア
業
務
に
必
要

な
ス
キ
ル
を
強
化
し
、
新
た

な
オ
フ
シ
ョ
ア
市
場
で
の
成

長
に
備
え
て
い
く
。
日
本
で

も
洋
上
風
力
へ
の
注
目
が
高

ま
っ
て
お
り
、
協
働
の
可
能

性
が
あ
る
地
域
の
一
つ
と
考

え
て
い
る
」

「
Ｄ
Ａ
Ｌ
Ｉ
」の
教
訓

　
―
―
昨
年
、
米
ボ
ル
テ
ィ

モ
ア
港
で
の
大
型
コ
ン
テ
ナ

船
「
Ｄ
Ａ
Ｌ
Ｉ
」
の
事
故
へ

の
対
応
が
評
価
さ
れ
、
イ
ン

ド
の
海
事
専
門
誌
が
主
催
す

る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

サ
ム
ド
ラ
・
マ
ン
タ
ン
・
ア

ワ
ー
ド
「
最
優
秀
ク
ル
ー
イ

ン
グ
企
業
賞
」に
選
ば
れ
た
。

　
「『
Ｄ
Ａ
Ｌ
Ｉ
』
の
事
故
は

海
運
業
界
に
と
っ
て
大
き
な

教
訓
と
な
る
出
来
事
で
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
海
運
の
本
質
的

な
複
雑
さ
と
、
備
え
や
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
そ

し
て
ケ
ア
の
重
要
性
を
改
め

て
浮
き
彫
り
に
し
た
」

　
「
事
故
発
生
当
初
か
ら
、

わ
れ
わ
れ
は
乗
組
員
の
福

祉
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー（
利

害
関
係
者
）
と
の
透
明
性
の

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
関
係
当
局
と
の
緊
密
な

協
力
に
全
力
を
注
い
だ
」

　
「
当
社
グ
ル
ー
プ
は
、
対

応
を
統
括
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
た
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
・
コ

マ
ン
ド
（
統
合
指
揮
本
部
）

で
も
代
表
を
務
め
て
い
た
。

同
本
部
は
米
国
の
連
邦
・
州

の
主
要
当
局
を
結
集
し
た
多

機
関
の
枠
組
み
で
、
復
旧
作

業
を
統
括
し
た
」

　
「
シ
ナ
ジ
ー
は
指
定
さ
れ

た
危
機
対
応
パ
ー
ト
ナ
ー
を

通
じ
て
こ
の
枠
組
み
に
参
加

し
、
当
社
の
運
航
上
の
責
任

が
統
合
指
揮
本
部
の
中
で
効

果
的
に
組
み
込
ま
れ
、
明
確

な
意
思
疎
通
と
調
整
の
取
れ

た
意
思
決
定
が
可
能
と
な
っ

た
」

　
「『
Ｄ
Ａ
Ｌ
Ｉ
』
は
ノ
ー
フ

ォ
ー
ク（
米
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
）

で
の
応
急
修
理
と
福
州
（
中

国
福
建
省
）
で
の
本
格
的
な

修
復・海
上
試
運
転
を
経
て
、

今
年
１
月
に
シ
ナ
ジ
ー
の
テ

ク
ニ
カ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

下
で
運
航
を
再
開
し
た
。
こ

れ
は
、
当
社
の
海
陸
チ
ー
ム

の
専
門
性
と
、『
Ｄ
Ａ
Ｌ
Ｉ
』

の
船
主
か
ら
引
き
続
き
寄
せ

ら
れ
た
信
頼
に
よ
っ
て
実
現

し
た
」

　
「
乗
組
員
は
引
き
続
き
米

司
法
省
と
国
家
運
輸
安
全
委

員
会
（
Ｎ
Ｔ
Ｓ
Ｂ
）
の
調
査

に
全
面
的
に
協
力
し
て
い

る
。
一
部
の
乗
組
員
は
引
き

続
き
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
に
滞
在

し
、
継
続
中
の
調
査
に
協
力

し
て
お
り
、
安
全
な
宿
泊
施

設
に
滞
在
し
、
シ
ナ
ジ
ー
か

ら
定
期
的
な
福
祉
支
援
を
受

け
て
い
る
。
そ
の
他
の
乗
組

員
は
既
に
帰
国
し
、
シ
ナ
ジ

ー
の
管
理
船
で
の
職
務
に
復

帰
し
て
い
る
」

　
「
こ
の
間
、
当
社
は
一
貫

し
て
乗
組
員
一
人
一
人
と
そ

の
家
族
に
密
接
に
関
わ
り
続

け
て
き
た
。
今
後
も
ボ
ル
テ

ィ
モ
ア
に
残
る
船
員
、
海
上

に
復
帰
し
た
船
員
の
双
方
に

対
し
て
全
面
的
な
支
援
を
惜

し
ま
ず
、
同
時
に
法
的
手
続

き
の
独
立
性
と
公
正
性
を
尊

重
し
続
け
て
い
く
」

マルチディシプリナリーチームの育成に重点を置いている

Interview
■１面から続く

■
内
海
造
船
瀬
戸
田

旅

客
船
兼
自
動
車
航
送
船
「
ブ

ル
ー
グ
レ
イ
ス
」

　
内
海
造
船
（
広
島
県
尾
道

市
）
は
７
月
31
日
、
瀬
戸
田

工
場
で
建
造
し
て
い
た
８
９

０
０
総
㌧
型
旅
客
船
兼
自
動

車
航
送
船
「
ブ
ル
ー
グ
レ
イ

ス
」
＝
写
真
＝
が
完
工
し
た

と
発
表
し
た
。
同
船
は
鉄
道

建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援

機
構
と
津
軽
海
峡
フ
ェ
リ
ー

向
け
。
船
型
は
球
状
船
首
と

単
胴
型
普
通
船
尾
を
採
用
し

て
い
る
。

　
〈
主
要
目
〉
全
長
１
４
４

・
13
㍍
▽
幅
（
型
）
23
㍍
▽

深
さ
（
型
）
14
・
１
㍍
▽
計

画
満
載
喫
水
（
型
）
５
・
８

㍍
▽
構
造
喫
水
（
型
）
５
・

９
㍍
▽
８
８
９
７
総
㌧
▽
３

０
２
６
重
量
㌧
（
構
造
喫
水

ベ
ー
ス
）
▽
車
両
搭
載
能
力

＝
12
㍍
ト
ラ
ッ
ク
64
台
、
８

㍍
ト
ラ
ッ
ク
１
台
、
乗
用
車

30
台
▽
旅
客
定
員
（
24
時
間

未
満
）
４
２
２
人
▽
乗
組
員

28
人
▽
主
機
関
＝
日
立
造
船

Ｍ
Ａ
Ｎ
―
Ｂ
＆
Ｗ
６
Ｓ
50
Ｍ

Ｅ
―
Ｃ
９
・
７
型
デ
ィ
ー
ゼ

ル
機
関
１
基
１
軸
▽
連
続
最

大
出
力
８
３
０
０
㌔
㍗
×
１

２
０
回
転
／
分
×
１
▽
航
海

速
力
約
18
・
９
㌩
▽
資
格
Ｊ

Ｇ
第
２
種
船
（
沿
海
区
域
）

▽
船
籍
港
＝
青
森
市

■
今
治
造
船
丸
亀

Ｌ
Ｎ

Ｇ
燃
料
自
動
車
船
「
Ａ
Ｍ
Ｐ

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ　
Ｈ
Ｉ
Ｇ

Ｈ
Ｗ
Ａ
Ｙ
」

　
今
治
造
船
は
５
日
、
丸
亀

事
業
本
部（
香
川
県
丸
亀
市
）

で
建
造
し
て
い
た
７
０
０

０
台
積
み
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化

天
然
ガ
ス
）
燃
料
自
動
車

運
搬
専
用
船
「
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｈ
Ｉ

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ　
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｗ

Ａ
Ｙ
」
＝
写
真
＝
を
引
き
渡

し
た
。
同
船
は
従
来
の
重

油
燃
料
船
に
比
べ
、
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）
排
出
を
25

―
30
％
、
Ｓ
Ｏ
ｘ
（
硫
黄
産

物
）
排
出
を
ほ
ぼ
１
０
０
％

削
減
し
、
Ｎ
Ｏ
ｘ
（
窒
素
酸

化
物
）
排
出
は
Ｅ
Ｇ
Ｒ
（
排

ガ
ス
再
循
環
シ
ス
テ
ム
）
併

用
に
よ
り
80
―
90
％
削
減
す

る
。

　
〈
主
要
目
〉
全
長
１
９
９

・
93
㍍
▽
幅
38
㍍
▽
深
さ
38

・
76
㍍
▽
１
万
８
６
５
２
重

量
㌧
▽
７
万
７
６
５
０
総
㌧

▽
主
機
関
＝
６
Ｓ
60
Ｍ
Ｅ
―

Ｃ
10
・
５
―
Ｇ
Ｉ
▽
航
海
速

力
約
18
・
25
㌩
▽
船
級
Ｎ
Ｋ

▽
船
籍
パ
ナ
マ

　
同
船
は
リ
ー
プ
モ
ー
タ
ー

の
Ｅ
Ｖ
２
５
０
０
台
以
上
を

積
載
し
、
欧
州
に
向
け
て
出

航
す
る
予
定
。

　
リ
ー
プ
モ
ー
タ
ー
は
欧
ス

テ
ラ
ン
テ
ィ
ス
と
合
弁
で

「
リ
ー
プ
モ
ー
タ
ー
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」を
設
立
し
、

欧
州
地
域
で
の
販
売
を
本
格

化
し
た
。
１
―
７
月
で
は
中

国
国
内
販
売
・
輸
出
合
計
で

前
年
同
期
比
約
２
・
５
倍
の

27
万
１
７
９
３
台
を
出
荷
し

て
お
り
、
中
国
Ｎ
Ｅ
Ｖ
（
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
車
）
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
最
大
手
と
な
っ
た
。

上
海
外
高
橋
造
船
所
で
命
名
式
が
執
り
行
わ
れ
た

「
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ　
Ｔ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
」

　
上
野
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｄ
）
は
13

日
、
横
浜
銀
行
と
横
浜
市
が

策
定
し
た
「
横
浜
港
Ｃ
Ｎ
Ｐ

（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

ポ
ー
ト
）
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
・
フ
レ
ー
ム
ワ

ー
ク
」
を
活
用
し
た
グ
リ
ー

ン
ロ
ー
ン
契
約
を
１
日
に
締

結
し
た
と
発
表
し
た
。
上
野

Ｇ
Ｈ
Ｄ
は
同
ロ
ー
ン
で
調
達

し
た
資
金
を
本
社
ビ
ル
（
横

浜
市
）
の
大
規
模
修
繕
で
の

設
備
投
資
に
充
当
す
る
。

　
上
野
Ｇ
Ｈ
Ｄ
が
グ
リ
ー
ン

ロ
ー
ン
契
約
を
結
ぶ
の
は
初

め
て
。
横
浜
銀
の
同
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
活
用
の
第
１
号
案

件
で
あ
り
、
横
浜
市
の
「
適

合
書
簡
（Letter of Confo

rmance

）取
得
費
用
支
援
制

度
」
を
利
用
し
た
第
１
号
案

件
で
も
あ
る
。

　
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ン
は
、
資

金
使
途
を
国
際
原
則
な
ど
に

準
拠
し
た
環
境
改
善
（
グ
リ

ー
ン
分
野
）
の
適
格
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
限
定
。
資
金
協
力

後
も
調
達
資
金
の
管
理
や
レ

ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
、

透
明
性
を
確
保
す
る
。

　

上
野
Ｇ
Ｈ
Ｄ
は
今
回
の

ロ
ー
ン
で
調
達
し
た
資
金

を
、本
社
ビ
ル
「Yokohama 

Bayside Building

」
の
大

規
模
修
繕
で
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
照
明
化
、

空
調
設
備
更
新
に
伴
う
省
エ

ネ
化
、
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
な
ど
の
設
備
投

資
に
充
て
る
。

　
横
浜
港
の
Ｃ
Ｎ
Ｐ
形
成
に

寄
与
し
、
第
三
者
評
価
機
関

の
Ｄ
Ｎ
Ｖ
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
シ

ュ
ア
ラ
ン
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
か

ら
、
同
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に

適
合
す
る
環
境
課
題
解
決
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
適
合

書
簡
も
取
得
し
た
。

　
上
野
グ
ル
ー
プ
は
「
今
回

の
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ン
契
約

は
当
社
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
推
進
へ
の
重
要

な
一
歩
。
引
き
続
き
地
域
社

会
と
の
連
携
を
深
め
つ
つ
、

グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
り
、
環

境
の
未
来
を
見
据
え
た
取
り

組
み
を
進
め
る
」
と
し
て
い

る
。

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ン
契
約
締
結

横
浜
港
Ｃ
Ｎ
Ｐ
枠
組
み
活
用

上野ＧＨＤ

来
年
４
月
か
ら

自
社
養
成
開
始

海
上
職

旭
タ
ン
カ
ー

　
旭
タ
ン
カ
ー
は
13
日
、
２

０
２
６
年
４
月
か
ら
海
上
職

の
自
社
養
成
制
度
を
開
始
す

る
と
発
表
し
た
。
同
社
が
有

す
る
海
上
で
の
豊
富
な
現
場

経
験
と
社
内
に
蓄
積
さ
れ
た

専
門
知
識
を
活
用
し
、
将
来

の
海
技
士
候
補
生
を
ゼ
ロ
か

ら
育
成
す
る
。
海
運
業
界
全

体
が
直
面
す
る
船
員
不
足
の

課
題
に
対
応
し
、
持
続
可
能

な
人
材
確
保
を
図
る
。

　
旭
タ
ン
カ
ー
は
自
社
養
成

制
度
の
創
設
に
あ
た
り
、「
高

い
資
質
を
備
え
た
海
技
士
候

補
生
の
育
成
を
推
進
し
、
海

運
業
界
全
体
の
人
材
基
盤
の

強
化
に
貢
献
し
て
い
く
」
と

意
気
込
み
を
示
す
。

　
同
制
度
の
主
な
内
容
は
次

の
通
り
。

  

①
海
上
職
未
経
験
者
を
対

象
と
し
た
独
自
の
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
施
②
海
技
教
育

機
構
・
海
技
大
学
校
で
の
２

年
間
の
養
成
コ
ー
ス
受
講
③

社
外
教
育
機
関
・
施
設
を
活

用
し
た
専
門
教
育
と
実
習
の

提
供
④
資
格
取
得
支
援
お
よ

び
乗
船
実
務
を
通
じ
た
キ
ャ

リ
ア
形
成
の
促
進

４
―
６
月
期

経
常
益
15
％
減

為
替
が
影
響

寺
崎
電
気

　
船
舶
用
配
電
制
御
シ
ス
テ

ム
を
は
じ
め
船
舶
用
シ
ス
テ

ム
製
品
な
ど
を
手
掛
け
る
寺

崎
電
気
産
業
の
２
０
２
５
年

４
―
６
月
期
連
結
決
算
は
、

経
常
利
益
が
12
億
円
で
前
年

同
期
比
15
％
減
だ
っ
た
。
為

替
が
前
年
同
期
に
比
べ
円
高

水
準
で
推
移
し
た
こ
と
な
ど

が
響
い
た
。

　
売
上
高
は
４
％
増
の
１
３

５
億
円
で
、
内
訳
は
シ
ス
テ

ム
製
品
が
13
％
増
の
78
億

円
、
機
器
製
品
は
６
％
減
の

57
億
円
。
営
業
利
益
は
７
％

減
の
11
億
円
、
純
利
益
は
12

％
減
の
８
億
４
３
０
０
万
円

だ
っ
た
。

26
年
３
月
期
通
期
の
連
結

業
績
予
想
は
、
５
月
発
表
の

前
回
予
想
を
変
更
し
て
い
な

い
。売
上
高
５
９
３
億
円（
前

期
比
５
％
増
）、
営
業
利
益

57
億
円
（
同
２
％
増
）、
経

常
利
益
58
億
円
（
同
３
％

減
）、
純
利
益
41
億
円
（
同

７
％
減
）
を
見
込
む
。
配
当

は
３
円
増
の
年
43
円
（
中
間

20
円
、
期
末
23
円
）
を
予
定

す
る
。１

―
６
月
期

純
利
益
７
割
減

プ
ロ
ダ
ク
ト
船
市
況
軟
化

ス
コ
ル
ピ
オ

　
モ
ナ
コ
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
船

社
ス
コ
ル
ピ
オ
タ
ン
カ
ー
ズ

の
２
０
２
５
年
１
―
６
月
期

決
算
は
、
純
利
益
が
前
年
同

期
比
70
％
減
の
１
億
３
１
７

２
万
㌦
（
約
１
９
４
億
円
）

と
な
っ
た
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
船

市
況
の
軟
化
と
売
船
に
よ
る

減
収
、
前
年
同
期
に
計
上
し

た
売
船
益
５
４
６
５
万
㌦
が

な
く
な
っ
た
こ
と
が
響
い

た
。

　
売
上
高
は
43
％
減
の
４
億

４
４
２
１
万
㌦
。
期
中
の
平

均
Ｔ
Ｃ
Ｅ
（
用
船
料
収
入
）

は
日
建
て
２
万
４
７
７
９
㌦

（
前
年
同
期
は
３
万
９
２
４
１

㌦
）
に
下
が
っ
た
。
24
年
に

12
隻
を
売
船
し
た
こ
と
に
よ

り
、
船
隊
規
模
は
99
隻
と
前

年
同
期
比
10
隻
減
少
し
た
。

　
ス
コ
ル
ピ
オ
の
分
析
に
よ

る
と
、
前
年
同
期
の
プ
ロ
ダ

ク
ト
船
市
況
は
、
紅
海
で
の

商
船
攻
撃
リ
ス
ク
拡
大
に
伴

い
喜
望
峰
回
り
へ
の
迂う

か
い回
が

急
増
し
、
航
海
距
離
の
延
長

に
よ
る
船
腹
タ
イ
ト
化
で
運

賃
が
急
騰
し
た
。
一
方
、
今

年
上
期
は
紅
海
で
緊
張
状
態

が
続
い
た
も
の
の
、
石
油
製

品
の
物
流
ル
ー
ト
の
調
整
が

進
ん
だ
こ
と
で
長
距
離
ト
レ

ー
ド
需
要
が
一
段
落
し
、
ス

ポ
ッ
ト
市
況
が
「
正
常
化
」

し
て
前
年
に
比
べ
て
レ
ー
ト

が
低
下
し
た
。

　
環
境
負
荷
低
減
の
取
り
組

み
で
は
、
Ｌ
Ｒ
（
ラ
ー
ジ
レ

ン
ジ
）
１
型
へ
の
船
上
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）
回
収
装
置
の

試
験
搭
載
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
て
い
る
。
米
カ
ー
ボ
ン

リ
ッ
ジ
と
低
コ
ス
ト
な
モ
ジ

ュ
ー
ル
式
の
レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ

ト
（
既
存
船
の
改
造
）
用
設

備
を
共
同
開
発
し
て
い
る
。

ア
ン
モ
ニ
ア
レ
デ
ィ
ー
9000
台
積
み
投
入

　
中
国
新
興
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
メ
ー
カ
ー
の
零
跑
汽
車
（
リ
ー
プ
モ
ー
タ
ー
）
は
８
日
、
同
国
の
上
海
外
高
橋

造
船
所
で
９
０
０
０
台
積
み
自
動
車
船
「
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ　
Ｔ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
」
の
命
名
式
を
執
り
行
っ
た
と
発
表

し
た
。
同
船
は
将
来
的
に
ア
ン
モ
ニ
ア
燃
料
へ
の
転
換
が
可
能
な
ア
ン
モ
ニ
ア
レ
デ
ィ
ー
仕
様
。
運
航
船
社
の
伊
グ

リ
マ
ル
デ
ィ
は
２
０
２
２
年
か
ら
リ
ー
プ
モ
ー
タ
ー
の
物
流
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
ア
ジ
ア
発
欧
州
向
け
で
月
間
２

万
２
５
０
０
台
（
Ｃ
Ｅ
Ｕ
）
の
輸
送
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
提
供
し
て
い
る
。


